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　まず，シロイヌナズナ LEC1遺伝子をプローブとし，ニンジン不定胚 cDNAライブラリーから LEC1と相
同性のある遺伝子 Carrot-LEC1（C-LEC1）を単離した。C-LEC1はシロイヌナズナの LEC1欠損変異株（lec1）




御複合体 CCAAT-box binding factor（CBF）の構成要素 HAP3と高い相同性を示したことから，植物におけ
るHAP3として働くことが予想された。一般に，CBFはHAP2・HAP3・HAP5の三者から構成されているため，























初期過程における LEC1因子の動態について解析したものである。C-LEC1は LEC1の機能的な orthologと
して報告された初めての因子であり，胚の発達に伴う発現変動や発現部位を詳細に解明した点で意義深い。
また，他の植物種においては LEC1様の遺伝子の存在は確認されているものの，実際の複合体形成や機能
について明らかにされている報告は全く無く，特異的な配列を持つ DNAを認識して結合する機能的な複
合体を形成し得ることを植物において初めて明らかにした点は極めて高く評価できる。C-LEC1，C-HAP2，
C-HAP5様の因子はニンジンには複数存在し，さまざまな組み合わせによって機能の異なる複合体が形成さ
れるものと予想されるが，4種の因子は全て発達中の不定胚から単離されており，胚形成に関与する遺伝子
の発現を制御する複合体を形成している可能性が高く，胚形成において LEC1因子を研究する上で，非常に
重要な知見を与えるものと考えられる。
　以上のように，胚形成時における C-LEC1の作用機構の一端を解明した本研究は，ニンジンのみならず，
種子植物の胚形成機構を明らかにする上で重要な基礎的知見を提供するものであり，植物の発生・分化に関
する研究の発展に多大な貢献をするものと強く期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
